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ボカスギの間伐に対する考え方

嘉戸昭夫

県白部を中心に楠載されでいるボカスギ林は 56恋雪によっで大きな被害を受1;ました。こ

の!車問は! ドカスギが冠雪容に!mい品初であることに加えで 間伐の遅れカら酎雪附に乏しい
林分がJ{1IJIIしでいたことによるようです。

ここでは まr.枯を育てるうえで不可欠な間伐の意義や目的について述べることにします。
まと。ょ η合理的な間伐を行うには 間伐率や間伐方法の遣いによって その後の生長がどの

ように変化するのかといったネホ分の法員 併について知ることが必要です。 LかL 県内のスギ

林についでの資料は大変少奇いのが実情です。そこでl 最近 北海道立林葉拭鞍嶋の菊沢氏に

よっで問唱された「同盟ー密度図J という方法を利用して ボカ ヌギの問問12宮lを行つでみま

L とので Zの白伺lもゐわせて紹介Lましょう。

間伐はなぜ必要か

一般に。楠終本政は主性本数に比べでま貸借も多くしますe この理由は。①活字f不良下刈H手

町出伐 気象帯やf;i，)~Il.誌などによる本数の減少分を見込人でいること ③倒冠の問矧をはやめ

下刈。つる切りなと町問問を昭相すること!①良IH才師条何である 幹が完醐ド特阿が狭〈

均一!仰が小さい木を得るには林分の本殺を多〈 する必要があること ④形1t同型い木を湖汰

する必要があること ~どによるものです。ところで スギ林分の華民は 林冠が聞朝Lでい

れば 林郁や立木本数にカカわちずほIf一定の怖を示すことカら 本政が多い休ほど一本当り

の業主tが少なくなり 直怪生長が抑制されまオ。 lたがっで!崎戦Hキに近日本政がそのまま融

持されるならば!小flホLか生産され辛いばかりでなく 幹形が制長〈をるために風雪容に吋

する11m力も畦下Lま寸 。悶 1は56>¥1'冨によっで冠宮害を受けたドカスキiJ齢休の夜在分布

を示したものですが 間後するほぽ同齢的nであっても立木本数が多〈で細長い林水町名l、力
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が被普通鮮が出い傾向があります。とくに。ポカ

^ギのようなサンキ品岨で1;1，林分内町砲桂の

差が小さいので本数の多い林分では共倒れをひ

きおこしやすい傾向があります。

手本自~33;1

立木本位 1，075本んu

後書持 26%
100 

師

そこで林木の 剖を伐採して，神木!日lの脱争 hao 
当

を組和させることによっで.輯存木町生量を慢

して 自的とする桂組や形賀町本をより多〈生 制
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間伐率が40，"以下であれば林町生長量
敏

11聖化しない

林本の正Eは肴業盤によって左布されます。 問。

したがってi 間伐を行うと枠内の誕i立が柑少す

るために， ~~分生長血も低下することが予想さ 。
れます。しかし体分材倒的40%安越えるよう 胸高配偶

会弛J長の剛山を行って休冠を著しく砧ら なけれ 国 56萩雷によるボカスギUlt林の百智容
(黒色合s"彼笹本を示す}

11，その後の林分$長五Iには目立った輔少がみられないことが。スギ。 トドマフ。カラマツ会

どでも臨められでいます.これは 削世によって柿内lニ光治叶分に入るようにな η!残存本の

光合成か'出辿されていることや出系の闘争がi紐和されることによると考えられています。

大桂木を摺るに11間伐寧を高くする必要がある

無間枕。下層間{えおよび金属間伐を実h~した瑚告の収複置を，収hl 庇度図を利用しで予醐

Lてみました。ここで下層間伐というのは小11オを中心に伐る方法で 金居間伐11各種組に

わたって一定の割合で伐る方法で九予測にあたって，①間仕i愛の作木材楠生長監はその林木

町村捕に It倒する，②Hllfk l愛の枯mu.~ ぃ①林分材陣生長lill1 ， '"カスギ収擁護の2等地の

値から20m'/haとし，間伐の¥u哩を受けず毎年一定である，@間伐附品切キ(15年生)の本11，材 、、ノ
醐はそれそれ1.800本ハ)11，1印ば/haでゐるI との低定をおきま LIと。また.本数間伐準は F暗

出i伐 金層間伐とも28%。材間半では前者が6% 後者が28%でした。

表-11二 U~f支 5 年後の20年生時t 二 おける収機11の子制値を示しました。 このときの枠分村

摘は，緒川伐区が織もj与しついで下府間伐IL金府間仕巨の順になりました。ただし，これ

に間伐材1怖を加えた総収量"，るずれも裕しく会り ますω

ところで.liIl述の菊沢氏11，間ftによって睦存本の生長カ阻i草されたカどうかと判定するた

めには，仲分の平崎直桂を比桔tるとけでは不十分でもあり。大桂木町本紋によって比較するべ

きであると述べていま九そこで・直世26cm以上の本教をよtべでみると I 会層間伐庄がj佐も 多く，

ついて'下郎!川{父lE，鞘山{え庄のI<<iと会って;，り 大世オーを主1J1するには金IMUUfえで強腔のj制定

を行うことが必要と考え ら れま-~- 0 この結果カら，本県において 般的生本政事で10-20%の
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基.i-l 削伐5tfi象の収稽I誌の予測蹴

直 11 陪 l'掴)
間伐方法

3C 26 20 16 10 6 !I 

縄問伐 N 73 .05 4田 562 244 115 』ι∞
v 31 111 " 45 7 260 

下府間伐 N 2 81 .1. 398 405 1，3加
v 35 11. 64 37 251 

金庖IltllX N 11 92 323 211 369 155 73 1.3曲

V 6 .0 90 45 30 4 216 

N' .本政(本/hal.V:村附 1m・/1111)

下府間伐て・li，残存本町圭長を阻湛さゼる効果が少ないといえます。

間伐によって酎置性を高めることができる

ポカスギのA品音.雷i二対1る首 Ilが不可欠です.酎宮性の指様として形状比(樹高/胸高直

直}がよ〈用いられており，この値が70よりも大き〈なるほど蔵書害を受けぞすくなるといわ

れています。また，同一林分内でli，図-1にも示したよコに，大桂木より も小怪木の被害事

が高い師向があります。ニれは小桂木ほど醇杭比が高く なるためと考えられでいます.

そニで，間仕方桂によって形状比がどのように聖化するのか検肘してみました。表ー 2は，

袈 - 1 と田川援の資料について形状比の予削阻ま示したもので・す。形状比が701~J の本数は， 15

年車時には 449'2がありまrが.下層!聞はを行うとo本となります。これに吋して!生瞬間伐で
は3242かも躍っています.つぎに， 20rf-生時についてみると， 70以上町本数は，下府間伐巨が

織も少なく 8032が ついで全層間(J(区q)874本!無1111同区の1，321本の順となっています。間伐

直後と比べると白下層間伐区と全膚/UI伐巨の差は捕まり これらと無間伐巨との差U広がって

います.これらの結果から，間伐によって面白E性を高めることが可能であり，なかでも下婦問

(J(の効架が大き L、ょうです。ただし。下層間fえでもl山定率が惟いJl!告には，形状比l手紙聞はに

近い岨と生り。耐宮伎をifIjめることが困難となります。

にノ ポ均スギ町間伐問

以」のことから!休的世民世を下げ会い桂庄でかつ間伐効棋をあげるには 30%抱1ftの間同

車カ必聾です.また 各附l伐刀法には一段 短があるので これらを組み合ぜて実施すること

W-2 間()((量の形~)'比和l本散の子澗随 (本パ出)

JlH flt 刀法
~， ~~ It 

50 '0 70 80 90 100 !t 

照JJ:I伐 15fP;生 103 557 '01 310 86 53 1，8凹
20fj，生 1" 309 4曲 203 359 359 1.8印

下略r.:1f~ 15年生!日J(支出 103 557 640 1.3肌』

20年生 2 182 313 目8 2刀1 2倒 1.300 

金柑JltJ伐 15{1，g:川伐佳 7' '03 .09 224 62 38 1.300 

20ll' 1: II 178 231 '277 136 233 228 1.3臥]
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直径術別の収稽Jilの子絹航表-3
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問(tのー倒を示Lでみました。によっで1111仕拍県を町めるニとが置要?刊。 そこで
/一、

、一初!倒的年桔制も広〈寺る削向があるのでIポカスギはm元自11りを生じやすく生産自栂

柚終ヲドれまでよ ηも畏伐削にして大幌木を得る方が良いでしょう。そこで地位が2.事地で
教が2.0叩本ハ"のIA舎を対象に次のような生産目標を !~定 L てみま L た。，~(父時の本歓は 7叩

胸高官憧30叩以上の大桂木を過ド敏生産することとしますm本Ihaとし

ぞれまでの枯1ftを2曲本A..を見込第ー回目的1111伐を行う 15年生時の立オ本数ば.間伐E量酎

んで1.800*/ha 材tn!tl印mソhと仮定し，次のよう e間伐I~附をたでま L た。

1.3聞本/118 全JIl~1I(定暁存本115田本/11Il剛院本数(I 5'~生"1)第 Jli司目

下府間伐950本/h8350本/ha第2回目白0年生時)

全府間伐700本/h.目。本んa第3聞目 (30'ド生時)

IS年生ぐらいではどの木も同じような形瞳を Lでおり惜揖がついτいまぜポカスギの地合

/"0そこで。筑 1冊目的間伐は，暁存木円配慣が均 になるように配~し告がら伐る木会選宜

面f哲惜:しますe 街2匝l聞の間伐を行う20年生前後は形状比が最も出〈なる時間です。そこで

開山寄木なこのf場合被圧木幹曲り木を出めることを目的に小桂木を巾.eに伐然します。

生長はどの欠点の多い木を暗先しτ伐ります。 苦'i:1回向は 立伐陸棚木の生長を (~す目的で

憧れているが形判的拡る緑れ木や主伐院陥水と間合 L でいる木を中心に川(~しまサ。

その結果を川f.v.:nn~;';lIi~ から主仕昨までの収時1置を収:ßt 嘗UJ!閉を川いで号制し!収置予制

子酬にあたっでの恒定条件 11表ー l のI~合と同じと c:H た。こ表-.1 に示 L ま L た~ ~ tl 

50;ド生時には直IfカlljOcm以上町立本1.t176本.30c聞は」の立木は455本収慢できると子。)1占拠。
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このモデルでは制JUI

20:1生時に間伐を行つでも 形状比

が70以上田本1¥削合カf55%にも遣するな

会お。

町年輪帽の広いものが多〈生産されるこ

と。

Q!されま九

ど何問聞があります。これらについては
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今後町検附課阻にしたいと思います の


